
事業⑵新業務 

 

楽曲の採譜と、楽曲をレベルや使用楽器にマッチさせる編曲業務[添付 5] 

 

概要:イベントや、需要の高まる「弾いてみた」「歌ってみた」動画に関わる採譜・アレン

ジ業務は現在、主に個人音楽家によってスキルマーケットで大きな市場となっている。

(例：サイト coconala) 

主に個で扱われている主要楽器(ピアノ・ギター・ベース・管楽器)の採譜や編曲を企業と

して総合的に扱うことで個人事業との差別化・効率化を図り、個人では難しい著作権利用

手続きも代行。更に多数の楽器を専門的に扱う音楽教室業のネットワークを使い、競合の

殆どない民族楽器(三味線・沖縄三線・琴など)の独自の楽譜にも対応する。 

作成した楽譜の著作権は当社に帰属する（作成依頼者は著作権申告を行うコンサートやイ

ベント、包括契約を結ぶ動画投稿サイトなどの媒体でのみ使用可能） 

この新業務は⑴動画投稿サイトとの連携を強めたレンタルスタジオ業、また譜面を扱う音

楽教室業との連携も意図されている。 

 

■三味線の例 

近年、Web 上の動画サイト(「ニコニコ動画」 「YouTube」等)で三味線を演奏する動画が



人気になったこともあり、国内外を問わず “Shamisen”について興味を持っている人は一定

数いると考えている。一方で、実際に三味線を演奏してみようとすると、記譜法が特殊だ

ったり、曲中で調弦が変わったりするなど、三味線特有の難しい点がいくつかある。 そう

した特殊性によって、三味線で西洋の五線譜を用いた既存楽曲を演奏するのは困難なのが

現状である。現在三味線とそれにまつわる芸能で文化発信を遂げているのは、経験や知識

が豊富な演奏者と、ある程度先天的に三味線と縁があった(親族が教室を持っていた、等)

人々がほとんどである。 

 

■従来の技術(または機能)との相違 

楽器と楽譜にまつわる Android アプリケーションは Google Play ストアに多数存在するが、

そのほとんどが五線譜のみ対応であり、三味線の楽譜(文化譜)に対応しているものは存在

しない。 

西洋の五線譜との相違例： 

三味線 文化譜 

三線 工工四 

琴 琴譜 

など、各楽器には西洋楽器の譜面と違った譜が使われる。 

 

本事業では企業単位で、多数の西洋楽器・民族音楽を常に扱う音楽教室の専門性を活かし

つつ、これら複数の固有譜にも対応し、練習者がより気軽に、より自由に楽器練習を行え

るサービスを行う。 

スタジオの利用者を総合的にバックアップすることで⑴動画投稿サイトとの連携を強めた

レンタルスタジオ業の強化を図り、また当社に著作権の帰属した譜面を利用して音楽教室

業とも連携される。 


